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判
例
研
究

コ
四

（
二
四
）

〔
商
法
　
＝
○
〕
　
更
生
管
財
人
の
手
形
行
為
と
商
法
二
六
二
条
の
類
推
適
用

（
灘
灘
翻
編
魏
講
霧
欄
決
）

　
〈
判
示
事
項
〉

　
更
生
会
社
の
管
財
人
が
数
名
い
て
職
務
分
掌
の
定
め
が
な
い
場
合
に
管
財
人

の
一
人
が
単
独
名
義
で
な
し
た
手
形
行
為
に
つ
ぎ
商
法
二
六
二
条
を
類
推
適
用

し
て
更
生
会
社
に
責
任
を
認
め
た
事
例

　
く
参
照
条
文
V
　
商
法
二
六
二
条
　
会
社
更
正
法
九
七
条

　
〈
事
実
〉

　
A
株
式
会
社
は
会
社
更
正
法
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
決
定
を
受
け
た
更
生
会

社
で
、
そ
の
管
財
人
は
甲
、
乙
、
丙
三
名
で
あ
つ
た
。
管
財
人
甲
は
自
己
の
単

独
名
義
で
A
更
生
会
社
の
事
業
経
営
に
関
し
支
払
い
を
な
す
た
め
、
被
控
訴
人

Y
会
社
を
直
接
の
相
手
方
と
し
て
約
束
手
形
お
よ
び
為
替
手
形
を
振
出
し
、
更

に
約
束
手
形
を
裏
書
譲
渡
し
た
。
そ
の
後
A
更
生
会
社
は
破
産
宣
告
を
受
け
、

控
訴
人
L
L
が
破
産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。
第
一
審
で
は
被
控
訴
人
Y
会
社

が
原
告
と
な
り
、
会
社
更
生
法
上
の
共
益
債
権
か
ら
破
産
法
上
の
財
団
債
権
と

な
つ
た
本
件
各
手
形
債
権
の
確
定
を
請
求
し
て
勝
訴
し
た
。
以
上
は
争
い
な
い

事
実
で
あ
る
。

　
瓦
瓦
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
本
件
控
訴
に
及
び
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

e
A
更
生
会
社
に
は
三
名
の
管
財
人
が
あ
り
会
社
更
生
法
の
登
記
公
告
（
一

七
・
四
七
条
）
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
職
務
分
掌
（
九
七
条
一
項
但
書
）
の
登
記
が
な

さ
れ
て
い
な
い
以
上
管
財
人
三
名
は
共
同
し
て
職
務
を
行
う
べ
き
で
あ
る
（
九

七
条
一
項
本
文
）
．
従
つ
て
管
財
人
三
名
は
会
社
の
事
業
経
営
上
の
取
引
、
ま
た
手

形
行
為
そ
の
他
一
切
の
意
思
表
示
に
つ
き
共
同
す
べ
く
、
管
財
人
甲
が
単
独
名

義
で
な
し
た
本
件
各
手
形
行
為
は
い
ず
れ
も
無
効
で
あ
る
．
⇔
本
件
各
手
形
行

為
は
共
同
代
表
の
定
め
あ
る
場
合
に
共
同
代
表
取
締
役
中
一
名
の
者
が
単
独
で

な
す
無
権
代
表
行
為
に
類
似
す
る
か
ら
と
い
つ
て
、
商
法
二
六
二
条
を
こ
れ
に

類
推
適
用
し
え
な
い
。
同
法
条
の
類
推
適
用
は
司
法
的
統
制
に
服
し
な
い
企
業

法
人
に
対
す
る
も
の
で
、
単
独
で
代
表
権
を
行
使
し
う
る
外
観
を
作
出
し
た
法

人
側
に
帰
責
事
由
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
外
観
を
第
三
者
が
信
頼
し
た
善
意
か
つ

無
過
失
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
、
本
件
に
は
右
の
同
法
条
類
推
適
用
の
要
件
は



存
し
な
い
．
す
な
わ
ち
、
本
件
は
司
法
的
統
制
に
服
す
る
更
生
会
社
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
数
人
の
管
財
人
が
登
記
公
告
さ
れ
、
管
財
人
甲
の
単
独
権
限
行

使
が
他
の
管
財
人
乙
．
丙
に
よ
り
同
意
ま
た
は
黙
認
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の

上
Y
会
社
は
A
更
生
会
社
の
子
会
社
で
あ
つ
て
管
財
人
甲
は
そ
の
代
表
取
締
役

を
兼
任
し
て
い
た
ば
か
り
か
、
Y
会
社
を
個
人
保
証
す
る
等
利
害
共
通
の
立
場

に
あ
つ
た
等
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
各
手
形
の
外
観
を
Y
会
社
が
信
頼
し

た
と
は
い
え
ず
、
少
な
く
と
も
共
同
す
べ
き
他
の
管
財
人
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
こ
と
に
過
失
な
し
と
は
い
え
な
い
、
と
。

　
こ
れ
に
対
し
被
控
訴
人
Y
会
社
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
争
つ
た
。
e
会
社

更
生
法
九
七
条
一
項
本
文
は
原
因
閥
係
の
取
引
に
つ
い
て
は
格
別
、
現
金
の
支

払
い
に
準
ず
る
手
形
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。
⇔
管
財
人
三
名
の
間

に
は
正
式
の
職
務
分
掌
は
な
か
つ
た
が
事
実
上
甲
は
経
営
部
門
を
、
乙
は
経
理

部
門
を
、
丙
は
法
律
部
門
を
担
当
し
、
管
財
人
甲
は
単
独
名
義
で
A
更
生
会
社

の
事
業
執
行
に
つ
き
数
多
く
の
手
形
を
振
出
し
、
同
会
社
の
取
引
銀
行
さ
え
そ

の
手
形
を
何
ら
疑
わ
ず
決
済
し
て
き
た
。
右
事
実
を
他
の
管
財
人
乙
、
丙
も
認

め
、
監
督
裁
判
所
も
こ
れ
を
黙
認
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
本
件
各
手
形
は
か
り
に
無

効
だ
と
し
て
も
こ
れ
を
有
効
と
信
ず
る
に
つ
き
Y
会
社
に
過
失
な
く
、
商
法
二

六
二
条
を
類
推
適
用
し
て
も
本
件
各
手
形
は
有
効
で
あ
る
。
そ
の
余
の
控
訴
人

主
張
事
実
は
否
認
す
る
、
と
。

　
〈
判
旨
〉
　
控
訴
棄
却

　
判
旨
は
e
に
つ
い
て
控
訴
人
瓦
濁
の
主
張
を
容
認
し
て
、
「
会
社
更
生
法
九

七
条
一
項
に
よ
れ
ば
管
財
人
数
名
あ
る
と
き
は
職
務
分
掌
の
定
め
な
き
限
り
共

同
し
て
職
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
職
務
分
掌
の
定
め
の
存
す

　
　
　
判
　
例
　
研
究

る
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
を
認
む
べ
き
証
拠
の
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
管
財
人

全
員
に
お
い
て
手
形
行
為
そ
の
他
一
切
の
法
律
行
為
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
管
財
人
甲
単
独
名
義
で
振
出
又
は
裏
書
の
な
さ
れ
た
本
件
各
手

形
は
無
権
限
に
よ
る
代
表
行
為
と
し
て
更
生
会
社
に
対
し
効
力
を
生
じ
な
い
」

と
決
し
た
．
し
か
し
、
判
旨
は
⇔
に
つ
い
て
本
件
各
手
形
行
為
へ
の
商
法
二
六

二
条
の
類
推
適
用
を
詳
細
な
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
こ
れ
を
肯
定
し
、
「
訴
外

甲
は
A
更
生
会
社
の
更
生
管
財
人
と
し
て
常
勤
し
経
営
部
門
を
担
当
し
他
の
管

財
人
た
る
丙
．
乙
の
同
意
の
下
に
取
引
．
資
材
購
入
、
代
金
支
払
の
職
務
を
担

当
し
、
経
理
課
長
を
し
て
甲
の
単
独
名
義
で
手
形
の
振
出
又
は
裏
書
の
記
名
捺

印
を
な
さ
し
め
て
お
り
、
他
の
管
財
人
も
こ
れ
を
黙
認
し
敢
て
意
議
を
述
べ
な

か
つ
た
こ
と
、
本
件
各
手
形
も
右
の
ご
と
く
に
し
て
管
財
人
甲
の
単
独
名
義
で

振
出
又
は
裏
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
三
管
財
人
の
間
に
は
正
式
の
職
務

分
掌
の
定
め
は
存
し
な
い
が
、
事
実
上
職
務
分
掌
が
な
さ
れ
、
監
督
裁
判
所
も

管
財
人
甲
が
経
営
部
門
を
担
当
し
、
単
独
名
義
で
手
形
行
為
を
な
し
て
い
た
こ

と
を
黙
認
し
て
い
た
」
と
事
実
認
定
し
、
「
右
の
事
情
よ
り
考
え
る
と
、
本
件

各
手
形
の
振
出
又
は
裏
書
の
直
接
の
相
手
方
で
あ
る
第
三
者
な
い
し
本
件
手
形

取
得
者
た
る
Y
会
社
に
お
い
て
管
財
人
甲
が
単
独
で
手
形
行
為
を
な
し
う
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
．
か
つ
右
信
ず
る
に
つ
き
過
失
が
な
か
つ
た
も
の
と
推
認

さ
れ
」
、
「
し
て
み
れ
ば
更
生
会
社
は
管
財
人
甲
単
独
名
義
で
振
出
、
又
は
裏
書

さ
れ
た
本
件
各
手
形
に
つ
い
て
振
出
人
又
は
裏
書
人
と
し
て
の
責
に
任
ず
べ
き

で
あ
る
」
と
決
し
て
、
被
控
訴
人
Y
会
社
の
主
張
を
容
認
し
た
。

　
〈
評
釈
〉

　
本
件
は
上
告
さ
れ
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
は
共
同
代
表
へ
商
法
二
六
二
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
究

を
類
推
適
用
し
た
判
決
（
期
調
、
、
動
一
襲
杁
張
漿
）
を
援
用
し
つ
つ
、
本
件
判
旨
と
同

様
の
理
論
に
よ
り
こ
れ
を
肯
定
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
（
畷
縞
臓
昭
關
凹
旗
詑
5

羅
欄
鰍
酸
鯛
醐
鵯
臓
墜
而
蜷
畢
一
一
頒
ガ
笥
蝸
醐
“
私
び
に
鋤
げ
o
腸
に
て
o
賊
碩
）
。
最
高
裁
判
決

に
は
松
本
判
事
の
少
数
意
見
が
あ
る
（
狽
バ
解
硬
雑
鰭
朧
鰍
で
の
馳
賊
濾
極
蒔
贈
鼎
猷
鷹
噸
射

称
以
外
を
用
い
ず
、
そ
の
権
限
行
使
は
裁
判
所
の
監
督
に
服
す
る
か
ら
、
商
法
二
六
二
条
は
類
推
適
用
し
え

な
い
。
共
同
代
表
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
．
多
数
意
見
は
第
三
者
保
護
に
急
な
余
り
、
利
害
関
係
人
の

劇
唖
朧
儲
躰
灘
姫
嚇
赫
赫
略
効
ポ
絵
准
硬
生
）
。
最
ぬ
局
裁
で
意
見
が
割
れ
た
の
は
、
会
社

更
生
法
が
事
業
維
持
と
破
産
回
避
に
よ
る
立
直
り
を
図
る
と
い
う
二
つ
の
目
的

を
有
す
る
た
め
、
前
者
を
強
調
す
れ
ば
第
三
者
保
護
に
向
い
後
者
を
強
調
す
れ

ば
利
害
関
係
人
保
護
に
向
う
か
ら
で
あ
る
。
本
件
事
例
と
同
様
な
事
態
は
会
社

軍
．
生
手
続
と
同
様
に
和
議
、
整
理
と
い
う
営
業
継
続
、
事
業
維
持
を
前
提
と
し

や
が
て
作
成
さ
れ
る
計
画
に
従
つ
て
会
社
債
務
を
弁
済
し
企
業
の
立
直
り
を
目

標
と
す
る
第
一
グ
ル
！
プ
で
も
、
破
産
、
通
常
清
算
、
特
別
清
算
と
い
う
営
業
終

結
ま
た
は
事
業
破
綻
を
前
提
と
L
会
社
債
権
者
へ
の
原
則
的
な
平
等
弁
済
の
後

に
企
業
の
解
体
を
惹
起
す
る
第
ニ
グ
ル
ー
プ
で
も
、
共
に
生
じ
う
る
の
で
あ
る

（
灘
鷺
財
繍
難
饗
聾
継
難
蝶
縫
講
捌
霧
襲
ゆ
講
鮮
雑
罐
詳
犠

⑩
、
な
お
①
に
よ
る
業
務
制
限
処
分
も
あ
り
う
る
）
。
管
理
人
の
職
務
執
行
に
つ
き
破
産
法
一
六
三
条
乃

至
一
六
六
条
が
準
用
さ
れ
る
（
商
四
〇
三
H
）
．
管
理
命
令
も
業
務
制
限
処
分
も
な
け
れ
ば
会
社
の
機
関

は
従
前
と
同
じ
権
限
を
も
つ
て
継
続
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
整
理
で
も
共
同
管
理
汰
、
共
同
取
締
役
が
存
在

し
う
る
。
そ
し
て
破
産
法
一
六
三
条
は
会
社
更
生
法
九
七
条
と
同
趣
旨
で
あ
る
　
和
議
で
は
管
財
人
の
権

限
は
制
限
さ
れ
て
お
り
（
和
三
二
～
三
八
、
四
七
、
四
ス
）
、
手
続
開
胎
後
も
和
議
債
務
者
は
財
産
の
管

琿
処
分
権
を
失
わ
な
い
（
和
三
三
1
、
な
お
三
三
H
皿
　
三
三
参
照
）
　
故
に
管
財
人
に
は
問
題
が
な
い

が
、
和
議
債
務
者
が
株
式
会
社
で
あ
れ
ば
共
同
代
表
取
締
役
が
存
在
し
う
る
。
通
常
清
算
・
特
別
清
算
で

も
共
同
代
表
清
算
人
が
存
在
し
う
る
（
商
四
三
〇
H
二
一
六
一
1
）
。
故
に
各
手
続
に
つ
き
同
様
な
事
態

洲
脇
物
）
。
本
件
判
旨
お
よ
び
最
高
裁
多
数
意
見
は
同
じ
論
法
を
ど
こ
ま
で
推
及

す
る
意
図
か
直
接
に
は
不
明
だ
が
、
そ
の
歯
止
め
も
必
要
で
あ
る
。
本
件
判
旨

ぢ
よ
び
最
高
裁
多
数
意
見
の
実
質
的
理
由
は
次
の
様
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
更

生
計
画
開
始
決
定
と
共
に
更
生
管
財
人
は
一
般
的
差
押
の
効
果
と
し
て
更
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
山
ハ
　
　
　
　
（
一
一
山
ハ
）

社
の
事
業
経
営
権
お
よ
び
財
産
の
管
理
処
分
権
を
取
得
す
る
（
訟
頬
五
）
。
無
論
そ

の
権
限
行
使
の
た
め
の
職
務
執
行
に
つ
き
裁
判
所
の
監
督
を
受
け
、
一
定
の
行

為
を
な
す
に
つ
き
そ
の
許
可
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
験
鰻
五
イ
当
該
更
生
会
社

の
社
団
関
係
上
の
活
動
に
ま
で
は
及
ば
な
い
（
縦
伽
飢
徽
燃
轍
Y
し
か
し
、
権
限

行
使
に
よ
り
更
生
会
社
の
財
産
的
法
律
関
係
を
変
動
せ
し
め
る
点
で
、
更
生
管

財
人
の
法
律
上
の
地
位
を
更
生
会
社
の
代
表
機
関
（
淋
雛
鋼
日
撚
隔
漁
無
囎
躯
ね
魏
代
）

で
な
い
と
し
て
、
一
種
の
公
的
機
関
、
利
害
関
係
人
集
団
の
執
行
機
関
、
更
生
財

団
の
執
行
機
関
の
い
ず
れ
か
だ
と
見
て
も
、
代
表
機
関
と
同
様
な
地
位
に
あ
る

と
い
え
る
。
ま
た
更
生
管
財
人
の
事
業
経
営
は
当
該
更
生
会
社
の
目
的
に
よ
り

当
然
制
限
を
受
け
る
し
、
資
金
難
に
よ
り
販
路
の
拡
張
経
営
規
模
の
拡
大
は
期

待
し
え
な
い
が
、
会
社
が
通
常
の
状
態
で
な
す
所
と
格
別
異
な
る
規
律
に
服
す

る
わ
け
で
は
な
い
．
故
に
更
生
管
財
人
が
事
業
経
営
上
行
う
私
的
取
引
行
為
に

つ
ぎ
そ
の
安
全
保
護
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
所
で
会
社
更
生
法
九
七
条
一
項

本
文
は
各
管
財
人
毎
に
職
務
執
行
が
分
裂
す
る
こ
と
を
防
止
し
そ
の
統
一
を
図

る
と
共
に
、
更
生
会
社
の
事
業
経
営
権
と
そ
の
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
を

管
財
人
団
を
し
て
行
使
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
利
害
関
係
人
を
そ
の
濫
用
か
ら

擁
護
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
故
に
更
生
管
財
人
数
名
あ
る
と
き
は
共
同
す

る
こ
と
を
職
務
執
行
の
有
効
要
件
と
す
る
と
解
す
べ
く
、
手
形
行
為
そ
の
他
一

切
の
意
思
表
示
は
共
同
し
て
な
さ
ね
ば
効
力
を
生
じ
な
い
（
㍑
物
甑
昨
膿
幽
な
蝦
や
撤

る
．
）
。
こ
の
点
で
数
名
の
更
生
管
財
人
に
よ
る
権
限
行
使
の
態
様
は
株
式
会
社
に

お
け
る
共
同
代
表
取
締
役
の
ぞ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
。
そ
こ
で
、
共
同
さ
れ
な
か

つ
た
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
る
利
害
関
係
人
保
護
の
要
請
と
、
更

生
管
財
人
側
に
帰
責
事
由
が
あ
る
限
り
そ
の
効
果
を
更
生
財
団
（
藤
頚
㈱
羅
麗
胴
瑚



恥
鴎
蘇
聾
あ
）
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
る
取
引
安
全
保
護
の
要
請
と
が
併
存

し
、
二
つ
の
要
請
を
調
和
さ
せ
る
手
段
と
L
て
商
法
二
六
二
条
の
類
推
適
用
が

問
題
と
な
る
ず
本
件
判
旨
お
よ
び
最
高
裁
多
数
意
見
は
類
推
適
用
を
肯
定
し

て
、
原
則
的
に
は
利
害
関
係
人
を
保
護
す
る
が
、
個
別
的
に
商
法
二
六
二
条
の

要
件
が
充
足
さ
れ
る
限
り
で
取
引
の
安
全
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
右
二

つ
の
要
請
を
妥
協
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
解
決
策
と
し
て
は
妥
当
で
あ

る
と
考
え
た
い
。

　
第
一
・
第
二
の
グ
ル
㌔
フ
の
各
手
続
で
も
取
引
行
為
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
制

度
上
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
取
引
行
為
に
動
産
の
即
時
取
得
（
嘱
ル
杭
共
無
冶

獅
黙
皿
）
、
有
価
証
券
の
善
意
取
得
（
摘
二
一
一
況
ガ
駈
酢
読
創
爵
射
黙
Y
民
法
の
表
見
代

理
（
嘱
か
℃
熟
二
一
一
）
等
個
別
的
な
取
引
の
安
全
を
図
る
諸
規
定
は
そ
の
要
件
を
充
足

、
り
る
限
り
適
用
さ
れ
る
．
も
し
会
社
側
ま
た
は
財
団
（
搬
曜
測
圃
駆
硬
阯
醐
団
）
側

が
財
産
を
増
加
す
れ
ば
適
用
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
と
適
用
さ
れ
な
い
な
ら
、
取

引
安
全
保
護
の
要
請
は
偏
つ
た
も
の
と
な
る
．
破
産
手
続
に
お
い
て
す
ら
管
財

人
は
個
別
的
取
引
行
為
の
代
理
人
を
選
任
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
民
法

の
表
見
代
理
の
規
定
は
当
然
適
用
を
見
る
．
だ
か
ら
、
手
続
参
加
債
権
者
へ
の

弁
済
担
保
の
減
少
を
意
味
す
る
会
社
ま
た
は
財
団
の
積
極
財
産
減
少
“
消
極
財

産
増
加
は
各
手
続
の
維
持
と
目
的
達
成
の
た
め
に
極
力
防
止
す
べ
き
だ
が
．
こ

の
手
続
維
持
の
要
請
”
利
害
関
係
人
保
護
の
要
請
の
前
に
取
引
安
全
保
護
の
要

請
は
後
退
す
る
わ
け
で
な
い
。
同
時
に
破
産
管
財
人
な
り
更
生
管
財
人
な
り
が

一
種
の
公
的
機
関
で
あ
る
と
解
し
て
も
．
取
引
の
安
全
が
当
然
考
慮
さ
れ
る
か

ら
、
こ
の
点
は
拘
わ
ら
な
い
で
よ
い
。

　
通
常
清
算
・
特
別
清
算
・
破
算
の
場
合
、
会
社
は
そ
の
目
的
の
範
囲
内
で
存

判
例
　
研
究

在
し
（
滴
杷
一
一
破
○
酊
左
）
、
も
は
や
営
業
を
継
続
せ
ず
、
清
算
人
の
権
限
は
現
務
結

了
・
債
権
取
立
債
務
弁
済
・
残
余
財
産
分
配
（
璃
沼
．
南
）
等
お
よ
び
そ
の
た
め

の
会
社
代
表
権
に
限
定
さ
れ
、
破
産
管
財
人
は
か
か
る
会
社
の
財
産
集
合
体
た

る
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
（
撤
）
。
故
に
代
表
清
算
人

な
り
破
産
管
財
人
な
り
の
名
称
は
営
業
を
継
続
す
る
企
業
の
包
括
的
な
代
表
権

ま
た
喋
そ
れ
に
相
当
す
る
事
業
経
営
権
お
よ
び
財
産
の
管
理
処
分
権
の
存
在
を

推
認
弟
し
め
な
い
。
商
法
二
六
二
条
は
、
一
定
の
名
称
が
特
定
の
機
関
の
制
度

上
の
全
権
限
の
存
在
を
推
認
せ
し
め
れ
ぽ
類
推
適
用
し
う
る
と
考
え
れ
ば
、
代

表
清
算
人
な
り
破
産
管
財
人
な
り
の
名
称
も
こ
の
意
味
で
の
名
称
で
あ
る
か

ら
、
第
ニ
グ
ル
ー
プ
ヘ
も
類
推
適
用
し
う
る
こ
と
に
な
る
．
所
で
、
商
法
二
六

二
条
に
類
す
る
表
見
支
配
人
に
関
す
る
商
法
四
二
条
が
あ
る
．
両
条
は
代
表
権

お
よ
び
支
配
権
の
範
囲
が
民
法
一
一
〇
条
を
強
化
し
て
不
可
制
限
的
と
さ
れ
た

こ
と
に
対
応
し
て
（
嫡
肥
汰
細
ガ
肥
琳
降
皿
、
）
、
民
法
一
〇
九
条
を
修
正
・
制
度
化
し

（
眠
諺
な
○
軌
雛
饗
縫
騨
糀
馨
犠
静
慧
懸
齢
誘
解
譲
矯
灘
禮
鰭
騎

妨
ガ
礪
鹸
砿
機
け
y
代
表
権
お
よ
び
支
配
権
の
存
在
を
推
認
さ
せ
る
名
称
に
基
づ

く
外
観
信
頼
者
を
保
護
し
取
引
の
安
全
を
図
る
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。
支
配

人
制
度
は
営
業
の
継
続
を
前
提
と
し
商
法
四
二
条
は
当
然
こ
の
前
提
の
上
に
あ

る
。
そ
し
て
昭
和
十
三
年
法
は
両
条
を
個
別
的
に
設
け
た
。
だ
か
ら
、
商
法

二
六
二
条
も
営
業
の
継
続
を
前
提
と
す
る
と
見
る
べ
く
、
同
条
に
い
う
名
称
は

故
に
営
業
の
継
続
を
前
提
と
す
る
株
式
会
社
の
包
括
的
な
代
表
権
の
存
在
を
推

認
さ
せ
る
こ
と
を
要
す
る
。
商
法
四
二
条
に
い
う
名
称
の
典
型
例
が
支
配
人
で

あ
る
の
と
同
様
に
、
代
表
取
締
役
は
「
代
表
ス
ル
権
限
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム

ベ
キ
名
称
」
の
中
に
そ
の
勿
論
解
釈
と
し
て
含
ま
せ
う
る
（
縛
融
が
Y
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
　
（
一
一
七
）



判
　
例
　
研
究

と
、
商
法
二
六
二
条
は
一
定
の
名
称
が
営
業
の
継
続
を
前
提
と
す
る
企
業
の
包

括
的
な
代
表
権
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
事
業
経
営
権
お
よ
び
財
産
の
管
理
処

分
権
の
存
在
を
推
認
せ
し
め
な
け
れ
ば
，
類
推
適
用
し
え
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
商
法
四
三
〇
条
が
清
算
人
に
つ
き
商
法
二
六
二
条
の

準
用
を
明
瞭
に
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
も
察
知
し
う
る
。
従
つ
て
商
法
二
六
二
条

は
少
な
く
と
も
第
ニ
グ
ル
ー
プ
ヘ
類
推
適
用
で
き
な
い
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
制

度
上
営
業
の
継
続
・
事
業
の
維
持
を
前
提
と
す
る
が
、
各
手
続
開
始
要
件
（
適
量

塑
一
京
遡
配
£
竜
ポ
腰
）
を
見
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
各
手
続

が
行
わ
れ
る
会
社
は
も
は
や
破
産
寸
前
に
あ
り
、
手
続
開
始
後
も
通
常
の
状
態

で
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
は
期
待
で
ぎ
ず
、
手
続
終
了
後
の
事
業
継
続
を
困
難

な
ら
L
め
ぬ
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

も
し
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
商
法
二
六
二
条
は
第
一
グ
ル

ー
プ
ヘ
類
推
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
管
理
人
や
更
生
管
財
人
に

関
し
破
産
管
財
人
の
規
定
を
準
用
し
ま
た
は
類
似
規
定
を
設
け
た
こ
と
と
調
和

す
る
解
釈
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
制
度
が
営
業
の
継
続
を
前
提
と
す
る
も

の
だ
と
理
解
す
れ
ば
、
整
理
で
の
管
理
人
お
よ
び
管
理
人
が
選
任
さ
れ
な
い
と

き
の
代
表
取
締
役
（
紅
拡
質
隙
膜
嚇
嗣
舗
拠
粉
輔
紘
〉
和
議
で
の
代
表
取
締
役
、
会
社

更
生
手
続
で
の
更
生
管
財
人
（
儲
鶉
訟
謬
舞
一
階
）
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
権
限
に
種

々
の
制
約
を
受
け
る
が
、
な
お
営
業
の
継
続
を
前
提
と
す
る
企
業
の
包
括
的
代

表
権
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
事
業
経
営
権
お
よ
び
財
産
の
管
理
処
分
権
の
存

在
を
推
認
さ
せ
る
名
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
整
理
お
よ
び
和
議
は
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
（
畔
訟

一
ぴ
鑑
茄
郵
一
一
餌
腋
）
、
各
手
続
が
行
わ
れ
る
会
社
の
活
動
は
監
督
員
ま
た
は
管
財
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
　
　
（
二
八
）

の
監
視
を
受
け
る
（
樋
親
比
側
）
。
し
か
し
そ
の
枠
内
で
の
活
動
は
依
然
会
社
の
任

意
で
あ
り
代
表
取
締
役
等
の
選
任
解
任
監
督
権
も
会
社
が
留
保
す
る
（
醜
望
痔
熊

捌
㈹
）
．
故
に
共
同
代
表
取
締
役
中
一
名
の
者
が
単
独
で
「
代
表
取
締
役
」
と
い
う

名
称
の
も
と
に
法
律
行
為
を
な
し
て
も
、
そ
の
名
称
付
与
（
叙
紛
漁
繍
硬
猷
）
は
会

社
側
の
支
配
で
き
る
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
を
会
社
に
帰
せ
し
め
て
差
支

え
な
い
。
だ
か
ら
、
右
の
場
合
に
は
商
法
二
六
二
条
は
類
推
適
用
で
き
る
。
所

が
、
整
理
の
管
理
人
と
会
社
更
生
手
続
の
更
生
管
財
人
と
は
右
と
事
情
が
別
で

あ
る
。
両
者
共
に
裁
判
所
に
よ
り
選
任
解
任
ま
た
は
改
任
さ
れ
（
隊
訟
竺
圧
卿
流

靴
炬
卿
三
ガ
ト
鋸
班
レ
μ
伍
ガ
訟
）
・
そ
の
氏
名
住
所
は
登
記
さ
れ
（
踊
だ
弘
華
藪
製
㌔

摘
燈
唄
辺
鴎
ピ
桧
鞭
y
数
名
あ
る
と
き
は
共
同
し
て
職
務
執
行
す
る
を
要
し
（
鏑
凹
D

鍛
甦
淋
填
）
た
だ
裁
判
所
の
許
可
を
え
て
分
掌
で
き
（
齢
灘
繍
燈
喘
公
）
、
そ
し
て
裁
判

所
の
監
督
に
服
す
る
（
群
餅
一
L
葱
，
窒
ヤ
　
っ
ま
り
、
裁
判
所
の
監
督
を
受
け
る

こ
と
か
ら
、
名
称
付
与
の
帰
責
事
由
を
会
社
側
ま
た
は
更
生
財
団
側
に
認
め
て

よ
い
か
（
紳
脚
跡
骸
勲
報
酬
轄
翻
蘇
駄
切
噸
族
に
￥
そ
し
て
、
商
法
二
六
二
条
の
類
推
適

用
を
肯
定
す
れ
ば
職
務
分
掌
に
対
す
る
裁
判
所
の
許
可
決
定
を
無
用
な
ら
し
め

ぬ
か
、
こ
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
（
測
灯
贈
醐
駄
驚
は
っ
盤
髄
豚
鱗
管
）
。
先
ず
後
者
の

問
題
に
つ
い
て
。
会
社
更
生
法
九
七
条
一
項
本
文
は
更
生
管
財
人
の
職
務
執
行

の
統
一
と
そ
の
権
限
濫
用
防
止
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
但
書
に
従
い
裁
判
所

の
許
可
決
定
（
磁
灘
撚
翻
肛
は
ゆ
肛
旛
厨
映
）
を
え
て
職
務
分
掌
し
な
い
限
り
各
自
単
独

で
分
掌
事
務
を
専
行
し
対
外
的
な
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
頒
鰯

の
許
可
を
え
れ
ば
単
独
で
意
表
示
で
き
る
か
間
題
で
あ
る
。
も
し
な
し
う
る
な
ら
当
然
第
三
者
に
影
響
が

あ
る
か
ら
公
示
手
段
を
と
る
べ
く
、
そ
う
で
な
い
と
数
名
の
管
財
人
に
つ
ぎ
氏
名
住
所
の
登
記
公
告
あ
る

こ
と
と
調
和
し
な
い
。
職
務
分
掌
の
登
記
公
告
が
会
社
更
生
法
上
（
破
産
法
上
も
）
予
定
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
分
掌
許
可
が
あ
つ
て
も
そ
れ
は
内
部
的
な
も
の
に
止
ま
り
ー
そ
う
す
る
だ
け
で
は
職
務
執
行
の

統
一
を
害
し
な
い
L
対
外
的
に
は
必
ら
ず
数
名
の
共
同
を
要
す
る
ー
そ
う
し
な
い
と
権
限
濫
用
は

紡
止
さ
れ
な
い
ー
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。
な
お
許
可
な
き
分
掌
は
他
者
か
ら
特
定
の
者
へ
の
分
掌
事



務
に
関
す
る
包
括
委
任
で
あ
り
、
単
独
鴫
、
分
掌
事
頭
に
関
し
て
法
律
行
為
を
な
し
て
も
当
然
無
効
で
、
追
認

の
余
地
な
く
．
行
為
者
に
無
権
代
理
人
に
進
じ
た
責
任
追
求
な
し
う
る
の
み
。
か
か
る
場
合
に
効
果
を
財

姻
ユ
編
嘱
細
尻
鵬
騒
耽
励
硫
滴
）
．
し
か
し
．
事
業
経
営
権
と
財
産
の
管
理
処
分
権
が
更

生
管
財
人
に
原
則
的
に
専
属
す
る
以
上
、
職
務
分
掌
は
元
来
そ
の
権
限
の
一
内

容
で
あ
り
、
同
条
項
但
書
は
更
生
手
続
遂
行
上
の
不
統
一
防
止
を
図
る
見
地
か

ら
出
た
（
灘
簾
暇
難
穐
耀
豊
餐
蹴
謝
嚢
緊
麹
軟
饗
罫
ザ
酸
舗
繍

欝
阻
勲
鯛
摯
総
講
錨
警
禦
徹
麓
鍛
麗
欝
旛
鋳
籍
逼
い
詮
内

部
的
制
限
で
あ
る
。
本
件
判
旨
お
よ
び
最
高
裁
多
数
意
見
が
職
務
分
掌
を
黙
認
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ヤ
　
　
　
セ

し
た
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
本
件
更
生
会
社
の
場
合
分
掌
を
現
実
に
す
る
必
要

が
あ
つ
た
こ
と
、
黙
認
し
て
も
手
続
遂
行
上
の
不
統
一
を
来
さ
な
い
こ
と
を
考

慮
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
商
法
二
六
二
条
の
類
推
適
用
を

認
め
て
も
裁
判
所
の
許
可
決
定
（
制
度
）
の
潜
脱
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
会

社
更
生
法
五
五
条
は
一
定
の
行
為
を
な
す
に
つ
き
裁
判
所
の
許
可
を
要
求
し
て

管
財
人
の
権
限
に
加
え
た
内
部
的
制
限
を
定
め
る
（
蹴
肇
頚
賑
）
五
四
条
違
反

行
為
を
無
効
と
し
つ
つ
、
但
し
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
え
ず
と
し
て
（
顯
副
切
瑚

憾
一
一
う
鴎
吋
濫
鵬
猷
紐
ポ
鏑
）
、
裁
判
所
の
許
可
決
定
を
結
果
的
に
無
用
な
も
の
に
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
比
し
て
も
、
本
件
で
は
直
接
許
可
決
定
の
潜
脱
に
拘
わ
る

必
要
な
い
と
い
え
な
い
か
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
．
裁
判
所
は
更
生
管
財
人

を
選
任
し
在
職
中
こ
れ
を
監
督
し
、
重
要
な
る
事
由
が
あ
る
と
ぎ
利
害
関
係
人

の
申
立
に
よ
り
ま
た
は
職
権
で
解
任
で
ぎ
る
。
利
害
関
係
人
は
僅
か
に
解
任
申

立
権
を
通
じ
て
管
財
人
の
職
務
執
行
を
監
視
で
き
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
外
の

場
面
で
は
裁
判
所
の
監
督
と
管
財
人
の
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
に
全
服

の
信
頼
を
置
く
外
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
監
督
も
管
財
人
の
自
由
裁
量
に

委
ね
ら
れ
た
部
分
に
は
及
ば
ず
、
職
務
執
行
の
法
律
適
合
性
に
及
ぶ
の
み
で
あ

　
　
　
判
例
研
究

る
。
こ
の
よ
う
に
更
生
手
続
の
遂
行
を
全
面
的
に
管
財
人
に
委
ね
た
理
由
は
、

複
雑
な
利
害
の
公
正
か
つ
衡
平
な
調
整
を
図
る
た
め
利
害
関
係
人
の
干
渉
を
極

力
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
事
業
の
継
続
と
更
生
を
図
る
た
め
法
律
的
・

会
計
的
、
と
り
わ
け
経
営
的
才
腕
が
管
財
人
に
要
求
さ
れ
、
会
計
面
・
経
営

面
の
職
務
執
行
は
そ
の
性
質
上
裁
判
所
の
監
督
に
親
し
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
更
生
会
社
の
事
業
経
営
権
と
財
産
に
対
す
る
管
理
処
分
権
は
管
財

人
に
専
属
し
、
管
財
人
は
外
に
向
つ
て
更
生
財
団
を
い
わ
ば
代
表
し
、
内
に
向

つ
て
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
を
も
つ
て
職
務
執
行
す
べ
く
、
こ
れ
に
違

反
し
て
損
害
が
生
じ
れ
ば
利
害
関
係
人
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
鹸
硬
軌
）
と

さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
管
財
人
間
の
事
実
上
の
職
務
分
掌
に
よ
る
単
独
で
法

律
行
為
を
な
し
う
る
名
称
付
与
に
基
づ
く
外
観
作
出
の
結
果
は
、
管
財
人
側
に

帰
責
事
由
が
あ
る
こ
と
で
更
生
財
団
に
帰
せ
し
め
て
も
不
当
で
な
い
の
で
は
な

い
か
。
裁
判
所
の
許
可
決
定
な
き
職
務
分
掌
は
当
然
法
律
違
反
だ
か
ら
、
裁
判

所
の
黙
認
は
名
称
付
与
に
基
づ
く
外
観
作
出
へ
の
加
工
だ
と
見
れ
ば
、
利
害
関

係
人
の
負
担
に
お
い
て
そ
の
結
果
を
更
生
財
団
に
帰
せ
し
め
て
よ
い
か
問
題
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
許
可
な
き
職
務
分
掌
が
長
期
に
渡
つ
た
と
見
う

る
本
件
で
は
、
そ
れ
は
重
要
な
理
由
に
該
当
す
る
か
ら
、
利
害
関
係
人
は
解
任

申
立
権
を
有
し
た
の
で
は
な
い
か
．
も
し
そ
う
な
ら
、
更
生
財
団
に
帰
貴
さ
せ

る
こ
と
は
不
当
で
な
い
．
最
後
の
間
題
は
．
管
財
人
数
名
あ
る
と
き
は
た
と
え

職
務
分
掌
の
許
可
が
あ
つ
て
も
必
ら
ず
共
同
し
て
法
律
行
為
を
な
さ
ね
ば
な
ら

ね
こ
と
が
法
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
五
四
条
と
同
じ
意
味
で
の

管
財
人
の
権
限
に
加
え
ら
れ
た
内
部
的
制
限
だ
と
考
え
れ
ぽ
、
五
五
条
と
の
均

衡
を
保
つ
上
で
、
商
法
二
六
二
条
の
要
件
を
充
す
限
り
で
、
個
別
的
取
引
の
安
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）
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究

全
を
保
護
で
き
そ
う
だ
が 、
こ
の
解
釈
は
無
理
で
あ
る 。
し
か
し 、
管
財
人
相

互
で
の
個
別
的
取
引
の
委
任
が
も
し
許
さ
れ
る
な
ら ．
個
別
的
取
引
の
委
任
の

繰
り
返
し
で
あ
る
限
り 、
そ
の
結
果
は
有
効
に
更
生
財
団
に
帰
属
す
る 。
個
別

的
委
任
の
繰
り
返
し
が
実
質
的
な
包
括
委
任
と
な
り
う
る
こ
と
に
注
目
で
き
る

の
な
ら 、
こ
の
場
合
は
九
七
条一
項
本
文
の
権
限
行
使
の
法
定
的
態
様
を
潜
脱

し
て
い
る 。
も
し
そ
う
な
ら 、
事
実
上
の
職
務
分
掌
に
よ
る
包
括
的
委
任
の
許

一一一
O

こ
こ
O
）

に
名
称
付
与
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
本
件
で
は 、
商
法
二
六
二
条
を
類
推
適
用

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か 。

以
上
の
よ
う
に 、
本
件
判
旨〈
お
よ
び
本
件
判
旨
を
支
持
し
た

最高
裁
多
数
意見）

は
正
当
で
あ
っ
た
と
評
す
る 。
評
釈
者
は
商
法
二
六
二
条
が
共
同
代
表
に
類
推

適
用
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
評
釈
し
た 。
こ
の
前
提
自
体
に
争
い
が
あ
る 。

（
衣
笠
邦
彦）


